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いるとは,考 え得ないのではなかろうか。特にマンフォー ドは,現代芸術の傾向,特 に抽
象や超現実以来の美術傾向に対 して,それを現実の反映としては認めても,疑惑的な態度
を示 している。それは機威的文明からの主観的な自己内逃避によって,無内容,も しくは
非合理で不蠏 なものとな・た拷 えて・・るようであぎ!)そして,暇 近醵 界でおこっ
たきわめて顕著な変化」つまり厂産業的環境の秩序と整頓に特別の注意を払うことと並ん













その意味でここでは,科 学と芸術が,ま た工学的技術とデザインが見出 している空聞の性
格を明らかにすることを試みたいと思 う。






限界をなしていた。そうした古い在り方は,既 に消え去 りつつある。早 くは,立 体派から
出発 した作家たちに,こ のことが見出される。マッスではな く平板構成の作風を示 して空
虚輔 を取 り入批 リ・・シ。ツ,人櫞 噸 面を姫 砌 ち抜いそ外の空間を透過させた
アルキペンコ,ボ リュームの高まるべき人体の部分 例えば腕の筋肉が隆起する個所を逆
に凹曲面と凋 囲空間をそ・縮 らせたザ・キンなど・今世細 杁 ・て間もない頃力〉ら・
幾多の前ぶれとなる現象が始っている。また,そ れらと共に,外 に起っている光の進行を
予想 し,それが麺 に反射する驪 の変イ匕を作品の契機として馳 入れ・滑らかな金属体
を回転させたブランクーシの試みなども注目をひく.やがては・マ ・クス・ビ・吻 よう1こ・
醐 の金籬 で区切 。腔 間の透明な立方体を大空繭 ・と轍 したり・空気 の流 動 の
中嘸 ゆる力洳 き薄板の麟 な蘭 を立ちのぽらせ,或 は気流の中にするりと浮揚 しそう
一7一
な,外 部空間との力学的関係を思わせるりベラの作品が現われ,つ いにはコールダーのモ
ビールが実際に浮游するようになった。また,ガ ラス,プ ラスチック,セルロイ ド,化学
繊維の網目などをも用いる構成派の作品は,うつろな空間を区切 って分節を与えて構成す














庭の中に,ま た街頭へ,職 場へ進出し,そ れも従来のように装飾やモニュマンとしてで






























うな,我 々の中に(同 等の存在として)立 ちまじるような新 しい物体を欲 した。それは庭











りつつあって,美 術上の造形は現実空間の改変であり,想像上の出来ごとでは な くな り
つつある。一 そう考えて,よ いものか如何か。と云うのは,過去においても既に,建 築
や工芸は現実空間の中に実在するものを芸術的に造形 し,人々の生息する空間を実際に改
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で髄 い・この点において羨 術一般力煙 がて騨 や工芸と同質化すう・或1まそれへ解
消すると云う意見には,同意 し難たい皮相璽性急さ.が季る・











向って幾重にも順序を追って,手 段と道具とが積みかさね られた広がりであり,そ うした
順序の系列が交叉 し,全 体として統一的に運行されている空間である。 それ故,こ の場
合,何 かの存在への遠さは単なる距離で}まない。それは生活機能体が使用し得る可能性の





には決 して珍 しくない。何かの物品を,手 もとから繰りひろげられる日常使用の系列から
切 りとり,道 具的空間から引き抜いてレまうと,そ の物品は一つの造形体として,そ の
空間的形iそ のものによって語 りかけて来る場合がある。日常の器具やその部分を,そ の
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ール リア リズム系統の美術では,造形体そのものが発言する意味よりも,それが示唆 し喚
起する意識下の領域や偶然性の支配する世界を重視するのであるが,し かし,その示唆を
与えるのは,造 形体そのものによる意味作用である。つまり,造形性である。それは意識























を担。ている.従 。て,単 に顔であると云う醐 樹 でも・道具腔 間へのつながり1ま案
夘、容易な疲 ある.・のように鰍 な抽m形 齢 近づくほど道具鯉 齔 の関係は深
くなり謹 灘 を純粋;,.り出す・とが困難となる・モ・ドリア・麒 貅 形齢 ら灘
し櫞 を究わめたのも 造形性を純粋瞰 り出し觝 する為であ・た・造形性それ醂 の
觝 慥 形芸術の唯一の道ではない}・ぜよ.ま 樋 具的輔 とのからみ合いや・雕 轗
縦 まとう賜 的形態など醸 術の本圓 こ掫 するものとして騨 嘯 じ去れない1`して
も諠 灘 鮴 の純粋化は,モ ンドリア・の老えたような櫞 廰 底を・祠 齢 ご要求
する.彼縮 己の立場を継 形蟻(N・ ・-pl・・ti・i・m)と唱えたのも撚 しとしない・
上述によ。て粉 騾 される・とであるカ・,獄 黝 の取りあげてい腔 間は造 ヲ幽
処y`=_　でそれ鮪 の鰍 轜 りか臆 鯲 せる編 の蛸 である・颱 の為に騨 に名
付けるならば,そ れは繼 形腔 問と云 う・とカ・できよう・かくして現 代美術の覯 象
は洗 述のように難 活腔 間へ翻 し,その改変に櫛 しつつあるが如く一見考えられ
るのであるが,そ うではないのが真相である.現実の生腔 間は・決 して灘 した外のひ
ろがりと云うものではなく,鞴 購 ・従 ・た縟 の系列が繝 をはりめぐらし・頒 を
与えている。と鰓 えば,獄 彫刻棚 の空間と栖 に鷭 し合 うまでに関係を押 し勘
ていても,それをもって直ちに現実空間の中に座をもったとは云えないのである。
しかし,現代美術の扱う空間が純造形的空間であるにしても,それが従前のようにマッ
スの中醐 じ。めら批 断 でもな く,また額縁によ・て切 りとられた世界で もな くなり
つつある。 ここに多 くを述べる余裕をもたないが・ 絵画醐 かの対軅 醐 的に伝えた
り,イ リゴ ジ。ンを与えたりす る・とに本質を求めず・平面を羅 とした鰍 な造形体
として即自的に存在するようにな。た.一音aにはパンチゴ … オブジ・と云 うbさ え
謁 れるように,「何かの絵」でほな く〉一一つの 「纐 と云 う物」として外の空間の中薩
をもつ。とが求められる.それ故,獄 の繼 形的空間は・マ・スの中や額縁の中のみに
あるのではなく汎 てを包控 間全体である.ア・・プのPを 借用すれば・宇宙の大ア1'
リエ全体である.すべてが,そ ・では造形臆 味しかもたず・また櫃 にそうした鮴 の
連関性 しかもたない空間である.つまり1ま,道具的空間の秩序や綱 が脚 され・凡てが
造形体としての硯 られる世界である.自然の生成も燗 の営みも洞 かの生活目的によ
って意味や価値を与え られるのではな く,凡て形態そのものの意味によって即自的に存在




臑 るものとして・凡てが存在する世痢 あり,ジ。ング・・のように祠 解でもあれば,























ないのであって,以前のデコレィティヴ ・アー トやアプライ ド・アートの段階のように,一












さで人聞に結びつ く便利な空間の秩序を,作 り出そうとすることである。例えば,基 礎の





























増大 したかも知れないが,秩 序の不安定 さを取 り除き,製品とそれに達する工程を確実に
入間の手もとに属せしめた。云いかえれば,衣服に関して道具的空問の組織を革新 したの
である。

















































さて,右 に述べた工学的技術の特長は,デザインのそれ と構造の上で深 く類 似している
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のではなかろうか。と云 うのは,工学的技術が,基 礎科学の抽象的空間を見出 し,それと
道具的空間とを媒介するのに対して,デ ザインは,先述の純造形的空間を見出 し,同様に
道具的なそれを媒介することが考えられるか らである。基礎科学の空間が宇宙全体を含む















な ものが,ダ イミックなものへ,過 去の重い持続から未来への輝かしい展望をもつものへ
と,内に包む意が変 じ,云わば道具的世界の世界観が革新されるのである。それ故,工 学








































道具的空間を覆い,実生活から,あ らぬ方に目を導 くことはできようが,工 学的技術によ
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うした側面に限 られた関係であると云 うこともできる。それ故,こ の機器的側面が渋滞な
く快適に運行されるよう道具的秩序を改革することは,卩たしかに一つのヒューマナイズで
ある。 しかし,根本的にそうであろうか。調和の課題を本質的に果たすものであろうか。















体的には存在しない。従 って,行 為と去えば,行 為する主体とその相手である対象と,そ










器欝 重;驚瓢蠶 簍と奮灘 蠶 蠶 票:蠶












注 ぎ込 み 体 験 させ る為 の もの で あ る。 この よ うに して の み,工 学 的技 術 が 「簡 潔 確 実 に」,
わ れ われ の 手 もと に属 せ め しる道 具 的 空 間 の秩 序 を,更 に デ ザ イ ン に よ って 「調 和 的 に」,
そ の真 実 の 意 味 に お いて,人 間 に所 属 させ る こ とが で き る。 上 の意 味 で の 美 的形 成 は,美
術 そ の も ので は な く,純 造 形 的空 間 と道具 的 空間 とを 媒 介 す るデ ザ イ ンの 活動 で あ る こ
と,ま た それ に よ って特 有 の空 間 が 見 出 され るこ と は,既 に 明 らか と思 われ るが,そ の具
体 的 な構 造 に つ い て は,稿 を改 めて 述 べ る こ とに したい 。
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